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大平肺吸虫並びに小型大平肺吸虫第 1中間

宿主の我国に於ける分布について
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（昭和 35年 10月3日受領）

緒言 などにも容易に感染し，セルカリアを生ずることが明ら

大平肺吸虫 （Pa1’agoniniusohirai Miyazaki, 1939) かとなった〈吉田，1960）.以上の一連の研究結米A から判

の第1中間宿主は長らく不明であったが，ここ数年の間 断すると，大平肺吸虫と小型大平肺吸虫とは第 2中閥抗

の研究により次第に明らかとなった． 即ち現在の~n見Uこ 主及び終府主のみならず第1中間宿主選択性においても

よれば，実験的感染が成立し，かっ口然界からもセルカリ 非常に似通った性質を有するものであると考えられる．

ア感染例の見つかっている貝はムシヤドリカワアンシヨ 次に大平並びに小地大平肺吸虫の第1中間柄主2::して

ウ （Assimineaparasitologica Koroda, 1958) （横川 決定された貝が，乙れら肺吸虫の流行地に牙山政息する

ら 1958；吉田ら，1959）及びヨシダカワザンショウ かどうかを見極める ζ とは実際面の返付けのため必要で

(Assiminea yoshidayukioi Kuroda, 1959) （吉凹ら， あり ，かっ叉，各流行地域には尚数種のカワずンショウ

1960）の 2種である．ーノゴ自然感染例は見出されていな ブfイ科の員類が局、(iJしており ，或いは更に新しい第1中

いが，実験的にミラシジウムを感染させるとセルカリア 間宿主が存在するかも知れない．若者の 1人吉田(1959)

に迄発育せしめうる貝はカワザンショウカドイ（Assimz・nea は大平肺吸虫流行河川の内，伊豆，一の宮以タ卜のすべて

japonica von Martens, 1877) （扇田，1954；池田， の河川を調査し，その殆んど全河川にムシヤドリカワず

1957；吉田ら，1959）及びへソカドガイ〔Paludinella ンシヨワの好和していることを認め既に報f与した．叉小

japonica (Pilsbry, 1901）〕 （吉田， 1960）て，cの 2種 型大平肺吸虫の我国における 8カ所の流行地においても

は大平肺吸虫幼虫に感受性を有するのて将来自然感染例 木貝の牙布することを報告した．併しその後第1中間宿

の見出される可能性もある． 主として可能性のある貝の種類は増加したのでとれらの

一方，小型大平肺吸虫 （Paragonimusiloktsuenensis 我同における分布状況を史に広範な調査によって明らか

Chen, 1940）は中国広東て発見されたが宮崎ら（1944, にしたいと考え，Hr!J吸虫研究班員として共同研究を行い，

1951）の調査によれば我固にも牙イfjするととが明らかと いささか如見を得たので現在迄の成績をまとめて報告す

なっている．本吸虫の第2中間宿主及び終宿主は大平肺 る次第てある．

吸虫のそれらと殆んど同じである．叉本吸虫の第1中間 材料並びに方法

宿主は中国においては Assiminealutea A. Adams, カワザンショウガイ科の貝類は海水の影響のある河口

1861が Chenにより決定されているが，我国にこの貝は 附近に棲息すること治安日られており ，大平及び小型大平

牙布していないことになっており ，我国における木吸虫 肺吸虫も叉この様な状況の地域に牙布する．我々は先ず

の第1中間宿主は従来不明であったが，最近ムシヤドリ 調査河川を選定し，地図｜上て分布しそうな地理的条件の

カワザンショウにおいて感染実験が成立し，かっ自然感 場所を選んて採集に出かけた．現地においては泥土上，

染例も見出されたく吉田，1959；冨村ら，1960).-}j, 葦の茎或いは水中のこれらの員類を採集し，常に10分間

木吸虫のミラシジウムは大平日市股虫におけると同椋，ヨ 採集を行って筏息i官）去の大約を記録し疋． 後述の点中

シグカワザンショウ，カワずンショワカ、イ，へソカドプfイ （十〉は10分間て大体10伺以下，（1+）は10～50個，（十社〉

本研究は，丈部省科学研究総合研究費によって行われたと．とに記して謝意を表する
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てあるが五ヶ瀬川を除くすべての河川にムシヤドリカワ

ずンショウを見出した．五ヶ瀬川については宮崎県庁に

採集を依頼したのであるが，本員を見出していなし、．併

し今一度精細な調査を行えば恐らく採集されるものと考

える内カワずンショウヵーイは調査した全河川から採集さ

れ，ヨシダカワザンショウが球磨川から，クリイロカワ

ザンショウ （Assiminea castaneαWesterlund, 1883) 

は塩見，西郷，多々良，室見の諸河川から，クロクリイ

ロカワザ、ンショウ （Assimineakushimotoensis Kuroda, 

1958）は川内，加江田の 2河川から採集されている．叉

アズキカワザンショウ （Assiminealatericea miyazakii 

Habe, 1943）は木種の模式産地である筑後川と矢部川

て、採集された．ムシヤドリカワずンシ日ウ；ま前述の大平

肺吸虫流行7河川以外の加江田，塩見，西郷，多々良室

見，矢部の諸河川にも牙布する．

は50個以上採集されたものである．持ち帰った貝類は牙

類を行い，疑問のある員は黒田徳米博士或いは波部忠重

博士に同定を依頼した．

成績

調査成績は南から九州，中間，近綾，中部，東北及び

北海道の各地区に牙け，各地区については府県別とし，

かっ採集年代順？と記述するととにする．四国及び関東地

区については我々は十分な調査を行っていないので今後

実施したい考えて、ある．

I 九州地方

調査を行った地域は熊本，鹿児島，宮崎，福岡の 4県

下の主な河川16である．その成績は第1表及び第1図に

示した如くである．九州地方て大平肺吸虫の牙布する乙

とが知られている河川は球磨川（本吸虫の模式産地〉，緑

川，川内川l，大淀川，ーツ瀬川，小丸川，五ヶ瀬川など

九州地方に於ける貝の調査成績第 1表
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ず従って流行地の報告もない．当地方21河川についての

貝類の調査は，昭和35年 7月著者の 1人川島らによって

行われた．その成績は第2表及び第2図に示した如く全

般的に貝の牙布は少なく ，全く採集されない河川もかな

りあった． ムシヤド リカワずンショウは山口県の吉田

川， 佐波川及び島根県の宍道湖て採集され，ヨシダカワ

ずンショウは山口県の日本海側の 2地区から採集され

た．その他カワずンショワガイは日本海側，瀬戸内海側

共に散発的に見出されている．即jう中国地方の貝類は豊

富とはいえないが，将来乙れら諸河川における カニ類の

調査が進めば，第1・第 2中間宿主の相互関係が明らか

になるであろう．

新川口｝
五令菊川l(J)

一一塩売川UPC) 

Jj＼芦1Jll(J門
－ .，~頼Jl l(J· 円

一一一大定Jll(J円
｜＼ご涜武川｛刀

＼加江田lll(J P同
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筑後川（J・M〕

矢部1ll(JP・ M〕

吉田lll(J ·~~）＂＂＼ l 
佐双Jll(J・門｜

積包川（一）

九州地方に於ける貝の分布図

鹿児島県川内川は大平肺吸虫のみならず小型大平肺吸

虫も牙布ずることが宮崎（1944）によって示されている

が，員類は上述の如くムシヤ ドリカワザンショウ，カワ

ずンシヨワガイ，クロク リイロカワザンショワが豊富に

分布することが認められた．

II 中園地方

山口， 広島，岡山，島根，鳥取5県の大平肺吸虫及び

小型大平肺吸虫に関する調査は従来殆んど行われておら

第 1図

中国地方に於ける貝の調査成績第 2表

Ill 近畿地方

近畿地方の海に面した 2府8県について調査を行った

が，その成績は第3表及び第8図に示す．先ず兵庫県円

山川は大平肺吸虫の濃厚な流行地であり ，ムシヤド リカ

ワずンシヨワの模式産地でもある．更にムシヤドリ及び

ヨシダカワずンショウから同吸虫セルカリアの自然感染

の見出された地区である.1953年以来現在も尚観察をつ

づけているが表記の 8種の貝が多数好布棲息している．

京都府由良川及び三重県長良川は共に大平肺吸虫の牙布

地であり ，貝もムシヤドリカワずンシヨワ及びカワザン

ショウガイの 2種が豊富に牙布している．

兵庫県加古川と大阪市新淀川は小型大平肺吸虫の牙布

地てあるが，員類も豊富で表示した如く 3～4種が棲息す

る．ちなみに加古川はヨシダカワずンシ日ウの模式産地

である．和歌山県の紀ノ川及び日高川てはカワザンショ

ウガイ及びヨシダカワザンショウが採集されたが，ムシ

ヤド リカワずンショウは採集されなかった．叉御坊海岸

てへソカドカイが多数採集された．和歌山 ・三重両県下

中園地方に於け る貝の分布図第 2図
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近畿地方に於ける貝の調査成績第 3表

P.o流行地
Pの模式産地

P.i流行地
Yの模式産地
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績がある．我々の調査技蹟は第4表及び第4図に示した

如く，先ず愛知県は1958年5月から 8月にかけて主要な

河川を大体全部調査したが貝類も表示の如く豊富で，大

平肺吸虫流行地の日光川からはムシヤドリカワザンショ

ウ及びカワずンショウガイが共に多数見出されている．

新潟県佐渡島は大鶴ら (1957）によって向島産イタチか

ら高率に大平肺吸虫と思われる成虫が見出されている

が，カニからは幼虫が見出されず，かっ貝の調査も不十

分であったので，1960年 5月，大鶴並びに吉田らが調査

を行った．せの結果，加茂湖からクリイロカワずンショ

ウ，立岩及び大須鼻附近からへソカドガイが見出された

が，現在最も重要視されるムシヤドリカワずンショウは

見出されず， 今後更に調査を要するものと考える．宮

山，石川，福井の諸県についても現在まだ調査が不十分

てあり，今後実施の予定である．

v 東北地方並びに北海道地方

東北並びに北海道地方においては従来大平及び小型大

平肺吸虫に関する調査が行われていなし、. 1960年6月か

ら7月にかけて長花並びに吉田らはとの地方の若干の河

川について調査を行った．その成績は第5表及び第5図

P.o流行地JI! 良長三重県

近畿地方に於ける貝の分布図

の紀伊半島一帯は現在まだ十分な調査が進んでいなし、．

N 中部地方

中部地方における大平肺吸虫流行地として知られる地

域は静岡県南伊豆，愛知県日光川，新潟県佐渡島て，南

伊豆については横川ら (1957,1958）のくわしい調査成

第 3図

( 15 ) 
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中部地方に於ける貝の調査成績第 4表

愛

考

P.o流行地

備採集年月日

1958.5.19 
1958.6. 7 
1958.6. 8 

1958.8.22 

1958.8.25 

1958.8.26 

1958.8.28 

採集者

吉田・松尾

!! 

吉田幸雄

!! 

!! 

!! 

If 

!! 

密度

＋ 
＋ 

* +t十
件
＋ 
＋十
件

貝の種類

＋ 
＋ 
＋ 
＋ 
＋＋ 
十

J 
- p 

/ J 

~i （一）
J 
p 
c 
J 
J 
p 

く
く

JI! 
JI! 

JI! 

1
 

1
 

．，sJ
 

河川名或は地名

官

田

先

野

木

鍋

日

大

境

矢

名県

JI! 

Jlj 

JI! 

作

親

実日

県
／／ Jll 

JI] 

豊

梅 田 ？？ 

佐渡のイタチか
らP.o成虫検出

1958.7. 4 

1960.5.14 

1960.5.10 

1960.5.11 

吉田・近野

吉田・杉原

吉田・杉原・小畑

大鶴・関・吉田・杉原

＋ 

＋ 

J 

（ー）

（ー）
（ー）

- c 
（－） 
（ー）
（ー）

- J' 

湖

Jlf 

阿賀野川
信濃川
佐渡・加茂湖

！！ 国府川
！！ 石田川
！！ 羽茂川
!! 立岩附近
!! 大須鼻附近

？思

通

::ff::; 

神

福井県

富山県

新

潟

＋ 
＋ 

県

に示す如く ，山形県長上川及び秋田県雄物川ては共にカ

ワザンショワガイ科の員類を採集出来ず，叉北海道にお

いても石狩，羽幌，阿寒，新訓路の 4河川共カニ及び貝

類の棲息を認めなかった．同年 6月川島は余市川河口を

調査したが，とれ叉貝類を見出すととが出来なかった．

Assiminea sφtentrionalisは西部裏日本一帯に普通の貝

であるが，テシオカワザンショウなる和名の示す如く，オむ

海道天塩に産すると云う記載があるが，今回乙れを見出

すととが出来なかった．しかし全般的にみて東北地方の

哀日本海側及び北海道は1111並びに第2中間宿主の牙布

状況は極めて稀薄で，大平或いは小型大平肺吸虫の流行

は困難のように思われた．

考按

大平肺吸虫並びに小型大平肺吸虫の我固における牙布

状況は主として第2中間柄主である半自由水産カニ類の調

査により次~~に明かとなってきた． これら肺吸虫の白然

界における終宿主は主としてネズミ，イタチ，イ ヌ，ク

ヌキその他て，とれらの獣類は，ほぼ全国的に牙前iすると

みてきしっかえない．叉:JS2中間杭主である半鹸水産カ

ニ類も我々の調査によれば，北海道を除きほぼ全同至る

所に棲息している． しかし大平並びに小型大平肺吸虫の

分布はかなり限られている．乙の原因は主として釘1中

梅田lll(J門
豊Jll(J〕

矢作Iii（ー）

甥Jll(JPCJ 

涜川U門

丈野lll(JCl 

( 16 ) 

中部地方に於ける貝の分布図第 4図
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東北並びに北海道地方に於ける貝の調査成績第 5表

備考採集年月 日採集者密度貝の種類河川名或は地名名県

1960.6.21 長花 ・吉田 ・島谷最山形県

1960.6.22 

1960.9.24 

1960.6.30 

1960.7. 1 
1960.6.24 

谷

田

島

西

・
鹿

・

田

郎

田
初
回

吉

治

H

一吉

・
吉

川川・

健

・
田

・

花
島

花
西
花

長

川

長

長
（ー）

（一）
（ー）
（一）
（ー）

JI f 

JI! 

JI! 

JI! 
JI f 

JI! 
JI! 

上

狩

釧 路
寒
幌
市

物雄

石

新

阿
羽
余

秋田県

北

海

道

国の大平肺吸虫流行地は現在，球磨川，緑川， 川内川，

大淀川，ーツ瀬川，小丸川，五ヶ瀬川， 円山川，由良川，

長良川， 日光川，青野川， 朝日川， 一の宮川及び佐渡

島の15地区である．乙の内青野川，朝日川については横

川ら (1958）が既にムシヤ下リカワずンショウを採集

しているが，一の宮川については貝類の記述がない．叉

佐渡島については大鶴ら（1957)によってイタチから大

平肺吸虫と思われる成虫が高率に検出されているが，最

近大鶴並びに著者の 1人吉田らの採集によればクリイロ

カワずンショウとへソカドガイを見出したののみで，ム

シヤド リカワずンショウを見出すことが出来なかった．

しかし大鶴らは第2中間宿主を多数検査したにも拘わら

ずメタセノレカリアを見出していないので，本島の肺吸虫

生活史については尚不明の点が多い．叉宮崎県五ヶ瀬川

は宮崎らによりクロベンケイ 120匹中 1匹（0.8%）の

低率乍ら大平肺吸虫のメタセノレカリアを見出している

が，今回の調査ではムシヤドリカワずンショウの探集は

出来ず，再度調査を要すると考えている．即ち以上15地

区の大平肺吸虫流行地中ムシヤド リカワずンショウの見

出されたのは12地区，未調査l地区である．一方，現在

迄に第2中間宿主を検査しメタセルカリアが陰性であっ

た地区からのムシヤドリカワザンショウ検出状況をみる

と，福岡県矢部川，筑後川，兵庫県市川， 和歌山県紀ノ

川 （以上宮111ふ 1951），兵庫県明石川， 武庫川，市川，京

都府竹野川， 愛知県境川，矢作川， 現川， 立川，富山県

神通川，新潟県阿賀野川， 山形県最上川， 秋田県雄物川

〈以上吉田ら， 未発表を含む〉の15地区てあるが， その

内ムシヤドリカワザンシヨワの検出されたのは矢部川，

境川，親川のみであった．以上の事実は自然界ての大平

肺吸虫流行と本貝の牙布とが密接な関係を有するζ とを

示すものといえよう．

間宿主となる貝類の牙布とかなり密接：な関係があるので

はないかとの観点から，これら肺吸虫の第l中間宿主と

して決定されたムシヤドリカワザンショワを中心として

カワずンショウガイ科の貝類の我国における分布状況を

調査し，自然界における貝類と肺吸虫流行との関連性を

追及してみた．叉ムシヤドリカワザンショワは1958年，

ヨシダカワずンショワは1959年と，いずれも最近黒田に

よって新種の記載が行われた貝て，ζれらの我国におけ

る分布を明らかにする ζ とは貝類学の面からも興味ある

点である．最近波部は Assimineacastanea, A. parasi-

tologica, A. yoshidayukioiなどの属名を Angustassi-

niineaとする方が分類上適当であるとの見解をのべて

いるが，ζの点については同氏の正式の意見発表をまっ

て貝類学者聞の検討にゆだねたいと思う．

さて今回著者らの共同研究によって調査し得た河川は

四国及び関東を除き78河川lc或いは地区〉に及んだ．我

東北及び北海道地方に於け る貝の分布図第 5図

一方，小型大平肺吸虫の流行地である新淀川， 加古

川l，川内川には，いずれもムシヤド リカワザンショウが

( 17 ) 
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分布棲息している．その他カワずンショウカ、イが全河川

に，ヨシダカワずンショウが新淀川及び加古川に，クロク

リイロカワザンショウが加古川川内川に牙布している．

次に全般的にとれら貝類の我国における牙布状況をみ

ると，カワずンショウガイの牙布が最も広く，かっ数も

笠宮であるが，肺吸虫幼虫に対する感受性が非常に低い

ので第1中間宿主としての意義はやや少ない．ムシヤド

リカワザンショウは現在大体九州南部から中国，近畿，

中部一帯に牙布し，日本海側は京都附近迄，太平洋側は

静岡県迄が判明した． しかし木貝は水量の少ない砂質の

河口には棲息し難いので，上記牙布範囲内でもとのよう

な河川には棲息せず従って肺吸虫流行の可能性も少な

い．叉東北地方の日本海側及び北海道には貝類の分布が

認められず，大平或いは小型大平肺吸虫流行の可能性は

極めて少ないのではないかと考えられた．

ヨシダカワザンシヨワは大平並びに小型大平肺吸虫幼

虫に対し高い感受性を有し，かつ大平肺吸虫セノレカリア

の自然感染も見出されているので，現在ムシヤドリカワ

ザンショウに次いで重視すべき貝であるが，極めて小さ

い貝てあり，採集の困難性も伴って目下肺吸虫流行地の

すべてから見出されるに至っていなし、．本貝の牙布地と

しては1960年，吉田によって兵庫県加古川〈模式産地〉，

円山川，和歌山県紀ノ川，日高川，京都府久美浜湾，大

阪府新淀川，熊本県球磨川，鹿児島県串木野，静岡県浜

名湖などがあげられたが，その後川島らの調査によって

山口県奈古川，田万川に分布地が見出された．

その他，実験的に大平及び小型大平肺吸虫幼虫に感染

するへソカドガイは我々の調査では和歌山県御坊海岸，

佐渡島の海岸などで見出されたが，本貝は頻海性て，か

っ陸棲に近く叉その牙布と肺吸虫流行地区との関係から

みても自然界において第l中間宿主としての役割を果す

ことはやや困難と考えられた．

叉，以上の他クリイロカワずンショウ，クロクリイロ

カワザンシ守ウ及びアズキカワずンシヨワなどが採集さ

れたが，との内クログリイロカワザンショウは大平及び

小型大平肺吸虫幼虫に対し感受性をもたないことが吉田

(1960）ーによって報告され，更にクリイロ及びアズキカワ

ずンショウについては本年，川島（1960，印刷中〉によっ

て実験が行われたが，両種共に大平肺吸虫幼虫に対する

感受性がないことが判明した〔川島（木号， 161～164）〕．

結語

大平肺吸虫及び小型大平肺吸虫の第1中間宿主として

現在決定されている貝はムシヤドリカワずンショウとヨ

( 18 ) 

シダカワずンショウの 2種であるが，これらの貝を中心

としてカワずンショウガイ科（Assimineidae）の貝類の

我国における分布状況を調査し肺吸虫流行地との関連性

について研究を行った．採集された員はムシヤドリカワ

ザンショウ （Assimineaparasitologica Kuroda, 1958), 

ヨシダカワザンショウ（Assimineayoshidayukioi Kuro-

da, 1959），カワずンショウガイ （Assimineajaponica 

ηica (Pilsbry, 1901）〕，クリイロカワザンシとヨウ （Assi-

mine，α castanea Westerlund, 1883），クロクリイロカワ

ザンショウ（Assimineakushimo白ensisKuroda, 1958), 

アズキカワザンショウ （Assiminealatericea miyazakii 

Habe, 1943）の 7種であった． 乙の内ムシヤドリカワ

ずンショウは大平並びに小型大平肺吸虫流行地17地区のE

内14地区から見出されており，本吸虫の第1中間宿主と

して最も重要なものであるととが野外においても確証さ

れた．

稿を終るに当り御指導，御校関を頂いた宮崎一郎，長

花操両教授に感謝する．又貝類の同定に種々御教示を買

いた黒田徳米，波部忠重両博士に対し感謝する．更に中

園地区の調査に際し援助，協力を惜しまれなかった九大

医学部自動車研究詮の諾兄に対し謝意を表する．
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略符説明

本報丈の表又は図中に使用した略符は，それぞれ次に示す肺吸虫又は貝類を表わすものである．

P. o : Paragonimus ohirai 

P. i : Paragonimus iloktsuenensis 

P : Assiminea parasitologica 
Y : Assiminea yoshid.αyukioi 

J : Assiniinea japonica 

( 19 ) 

C : Assiminea castanea 

M : Assiminea latericea miyazakii 

K : Assiminea kushimotoensis 

J' : Paludinella japonica 
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ON THE DISTRIBUTION OF THE SNAIL HOSTS OF PARAGON/MUS 
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Paragonimus ohirai was五rstdescribed by Miyazaki in 1939 from Japan, and the snail 

hosts of this fluke were decided upon as Assiminea parasitologica Kuroda, 1958 (Y ogogawa et 

al. 1958 and Yoshida et al. 1959) and Assiminea yoshidayukioi Kuroda, 1959 (Yoshida et al. 

1960). 

Paragonimus iloktsuenensis Chen, 1940 is distributed in several districts of Japan, and 

the snail host of this fluke was also decided upon as A. parasitologica in Japan (Yoshida 1959 

and Tomimura et al. 1960), while that of this fluke was Assiminea lutea A. Adams, 1861 in 

China, the original locality. 

In this paper the geographical distribution of the snail hosts and their related species 

belonging to the family Assimineidae in Japan were described and discussed. 

The following seven species of the genera Assiminea and Palztdinella have been collec-

ted from seventy-eight rivers researched ; A. parasitologica, A. yoshidayukioi, A. japonica, 

A. castanea, A. latericea miyazakii, A. kushimotoensis and Paludinella japonica. 

A. parasitologica was abundant in almost all of endemic area of P. ohirai and in every 

endemic area of P. iloktsuenensis. It is clear that the distribution of A. parasitologica is more 

consistent with that of these flukes than that of the other snail hosts. 

It is suggested that A. parasitologica is the most important snail host of these flukes not 

only in the laboratory condition but also in the五eld.

( 20 ) 




